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PPLLMMととそそののデデジジタタルルトトラランンススフフォォーーメメーーシショョンンにに関関ししてて独独立立系系のの
信信頼頼ああるる第第一一人人者者。。世世界界中中ののククラライイアアンントトににリリササーーチチ、、教教育育、、ままたた

戦戦略略的的ココンンササルルテティィンンググをを提提供供。。
弊弊社社のの使使命命：：

革革新新的的なな製製品品ややササーービビススををデデザザイインン・・設設計計しし、、ももののににししてて、、デデリリババ
リリーーをを進進めめ、、そそししててササポポーートトにに努努めめてていいるるククラライイアアンントトのの能能力力をを最最

大大限限にに発発揮揮ででききるるよよううににすするる

ググロローーババルル市市場場ににおおけけるる競競争争優優位位ののたためめのの戦戦略略的的ママネネーージジメメンントトココンンササルルテティィンンググ

デジタルトランスフォーメーションでの次なるものを明らかにして定義する
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PPrraaccttiiccee  OOvveerrvviieeww ミッション
• サスティナブルなカーボンフリー製品や工場へと移行する企業

へのリーダーシップの提供
重点分野

• クライアント企業の製品の二酸化炭素排出量を削減するための
マネジメントコンサルティングサービスを提供する

• クライアントがよりサスティナブルな環境配慮型製品をデザイ
ン・設計するのを支援する

• クライアントが PLM ビジネス戦略にサスティナビリティを組
み込み、ライフサイクルの終焉にわたって、廃棄物をなくし、
リサイクル性、材料や資産の再利用と転用を高めるテクノロ
ジーを実現できるようにする

• 企業が “ネットゼロ (net-zero) ” の未来要件を満たす変革を支
援するために、新しいテクノロジーを評価し、戦略的なマネー
ジメントコンサルティングサービスを提供する

ササスステテナナビビリリテティィ＆＆ググリリーーンンエエネネルルギギーー

Director: Mark Reisig
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MMaarrkk  RReeiissiigg

• デジタルトランスフォーメーション、情報技術、またエンジニアリングの分野で40年以
上の経験

• グローバルビジネスにおけるPLM、プラント設計、CAD、ERP、SCM、またMDMのデ
ジタルイニシアチブをリード

• CIMdata入社以前は、Aras、General Electric、Federation、Oracle、Auto-trol
Technology、またKraft Heinzで経営幹部や上級管理職を務める

• 大規模なグローバル展開を担当する産業界の視点と、ソリューションプロバイダやコン
サルティングの視点のいずれからも、主要なPLMソリューションプロバイダすべてと仕
事をしてきた

• エネルギー、航空宇宙、防衛、自動車、産業、ハイテクエレクトロニクス、医療機器、
また食品＆飲料などの業界を経験

プロフェッショナルバックグラウンド
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重重要要事事項項 ((KKeeyy  TTaakkeeaawwaayyss))

• 産業革命前よりも2.8℃も温暖化するペースの中ある
• 企業のネットゼロエミッションの公約は勢いを増しているが、自社の二酸化

炭素排出量を削減する方法を理解している企業はほとんどない
• 企業の製品のカーボンフットプリント (PCF) を削減するためには、サプライ

チェーンに対してより高い可視性を必要とする
• PLMにサステナビリティを組込むことは、PCFを削減するための基本となる
• 気候変動は生存上の脅威であり、ビジネス上の大きな機会である

サステイナビリティとグリーンエネルギートラン
ジションは、私たちの時代の最も重要な課題
(the defining issue) である
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• 地球システム (Earth Systems)
• サステナビリティとグリーンエネルギートランジション
• The Green Energy Transition & Sustainability 2023 サーベイ結果
• 結び・所見 (Concluding Remarks)

アアジジェェンンダダ
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地地球球温温暖暖化化とと気気候候変変動動
"人類は、主にGHG排出によって地球の気候を変
化させている" - NASA

https://keelingcurve.ucsd.edu/

https://climate.nasa.gov/faq/14/is-the-sun-causing-global-warming/
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温温室室効効果果ガガススがが増増加加のの一一途途ををたたどどっってていいるる

• GHG 2019 ‒ 54.4 GtCO2e
• GHG 2020 ‒ 54.0 GtCO2e
• GHG 2021 ‒ 52.8 GtCO2e 

• 土地利用の変更を除く
• GHG 2030 ‒ Est. 58 GtCO2e

これまで何をしても、その上昇を止めることは
できないようである

https://www.unep.org/resources/emissions-gap-report-2022
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産産業業別別温温室室効効果果ガガスス排排出出量量
これらの業界のほぼすべてがPLMを使用している

https://worldemissions.io/
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• 地球システム (Earth Systems)
• サステナビリティとグリーンエネルギートランジション
• The Green Energy Transition & Sustainability 2023 サーベイ結果
• 結び・所見 (Concluding Remarks)

アアジジェェンンダダ
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国国連連ののササスステテイイナナビビリリテティィゴゴーールル

• 17の目標は、持続可能な開発のための
2030アジェンダの一部として、2015
年にすべての国連加盟国によって採択
され、目標を達成するための15年間の
計画を策定した

• パリ協定 - 目標は、産業革命前と比較
して、地球温暖化を 2°C未満、できれ
ば1.5°C未満に抑えることにより、気
候変動の脅威に対する世界的な対応を
強化することである

"すべての人にとってより良く、よりサスティナ
ブルな未来を実現するための青写真"

https://www.un.org/sustainabledevelopment/blog/2015/12/s
ustainable-development-goals-kick-off-with-start-of-new-year/
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22003300年年ににはは間間にに合合わわなないい
"私たちは命がけの戦いの中にいて、負けている" 
- アントニオ・グテーレス (Antonio Guterres)
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重重要要なな事事実実 ((KKeeyy  FFaaccttss))
"1.5°C への確実な道筋はありません" ‒
UNEP Emissions Gap Repor

• 地球温暖化 2022：1.11℃
• 2100年までの予測：2.8℃
• CO2 濃度：420.99 ppm
• 海洋酸性化：0.01 pH (30%)
• 残された原生林：23%
• 生物多様性の損失： 0.01/年。

(200/年)
• 人口：80億人

https://www.unep.org/resources/emissions-gap-report-2022
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• 地球システム (Earth Systems)
• サステナビリティとグリーンエネルギートランジション
• The Green Energy Transition & Sustainability 2023 サーベイ結果
• 結び・所見 (Concluding Remarks)

アアジジェェンンダダ
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ササーーベベイイにに関関すするる統統計計

• 回答者は、地域、収益規模、業界、役割、
また仕事内容などの点で、これまでの
CIMdataのサーベイと歴史的に同等で
あった
• 投票 (Poll) は2023年1月5日～2月20日

の間に行われた
• 回答者数は101名

The Green Energy Transition Surveyに
関する地域統計

The Americas
45%

EMEA
42%

Asia-Pacific 
13%

n = 101
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ササスステテナナビビリリテティィにに関関すするる産産業業界界のの評評価価
自分の業界をリーダーと評価する人は、2021年
のサーベイから倍増している

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

My industry is a leader in
sustainability

My industry is average with respect to
sustainability

My industry lags in sustainability

n = 101
私の業界はサステナビリティのリーダーである
私の業界はサステナビリティに関して平均的である
私の業界はサステナビリティに遅れをとっている
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ササスステテナナビビリリテティィにに関関すするる企企業業比比較較
自社がリーダーだと思う人はかなり少ない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

My company is a leader in
sustainability in our industry

My company is average with respect
to sustainability in our industry

My company lags in sustainability in
our industry

n = 101私の会社は業界のサステナビリティのリーダーである
私の会社は業界のサステナビリティに関して平均的である
私の会社は、業界のサステナビリティで遅れをとっている
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EESSGGレレポポーートトのの発発行行
いずれはESG関連の開示が義務化されるとの
認識の高まり

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

Yes

No

Not Sure

Other (Please Specify)

n = 101
はい
いいえ
わからない
その他（具体的にご記入ください）
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NNeett--zzeerrooにに関関すするる約約束束 ((NNeett--zzeerroo  PPlleeddggee))
2050年までに57%、2030年までに32%

0% 10% 20% 30% 40%

Yes, by 2030 or sooner

Yes, by 2040 or sooner

Yes, by 2050 or sooner

Yes, after 2050

No

Not Sure

Other (Please Specify) n = 101

はい、2030 年までに
はい、2040 年までに
はい、2050 年までに
はい、2050年以降
いいえ
わからない
その他 (具体的にご記入ください)
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ササスステテナナビビリリテティィ実実現現ののたためめのの組組織織体体制制
リーンな中央集権型チームでは、採用が弱くなる

0% 10% 20% 30% 40%

Small and lean central team within a central support function

Fully distributed resources in the business units (BUs), with cross-BU information networks

Lean central team with decision rights and many BU resources

Don't know

Sustainability is not that important at my company

Central team that deploys agile/SWAT teams to BUs

Large central team with a few distributed BU resources

Other (Please Specify)
n = 101

ü セントラルサポート機能内の小規模で無駄のないセントラルチーム
ü ビジネスユニット (BU) に完全に分散されたリソース、BU間の情報ネットワーク
ü 意思決定権と多くのBUリソースを備えた無駄のないセントラルチーム
ü わからない
ü サスティナビリティは私の会社ではそれほど重要ではない
ü アジャイル/SWAT チーをBUに展開するセントラルチーム
ü 少数の分散型BUリソースを持つ大規模なセントラルチーム
ü その他（具体的にご記入ください）
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ササスステテナナビビリリテティィププロロググララムムのの特特徴徴
サステイナビリティに関するアクションは
ほとんど採られていない

0% 10% 20%

We report out on our sustainability initiatives

Our Company has made a public commitment to sustainability

We have key performance indicators for sustainability

We set targets or goals for sustainability initiatives

We have a sustainability strategy with clear, focused priorities

Sustainability is a CEO led sustainability program

Middle Management is engaged in sustainability efforts

Sustainability is embedded into our PLM processes

Other (Please Specify) n = 101

ü サステナビリティへの取り組みについて報告する
ü 当社はサステナビリティへの公約を行っている
ü サステナビリティのための主要業績評価指標がある
ü サステナビリティイニシアチブのTargetsまたはGoalsを設定している
ü 私たちは、明確で焦点を絞った優先事項を持つサステナビリティ戦略を持っている
ü サステナビリティはCEO主導のサステナビリティプログラムである
ü 中間管理職はサステナビリティの取り組みに取り組んでいる
ü その他（具体的にご記入ください）
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企企業業ののササスステテナナビビリリテティィ文文化化
企業文化がネットゼロの目標 (ambitions) に
大きく遅れをとっている

0% 10% 20%

Sustainability is part of the corporate culture

Reducing costs, e.g., energy efficient products, production, logistics

Employees across the organization understand how sustainability efforts align with overall strategy

Decarbonizing products, production, and logistics

Building sustainable brands

Enabling Product-as-a-Service

All employees receive training on how to integrate sustainability practices into their work

Other (Please Specify)
n = 101

ü サスティナビリティは企業文化の一部です。
ü エネルギー効率の高い製品、生産、物流などのコスト削減
ü 組織全体の従業員は、サスティナビリティの取り組みが全

体的な戦略とどのように連携しているかを理解している
ü 製品・生産・物流の脱炭素化
ü サスティナビリティなブランドの構築
ü Product-as-a-Serviceの有効化
ü すべての従業員は、サスティナビリティの実践を仕事に統

合する方法についてのトレーニングを受ける
ü その他（具体的にご記入ください）
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ササスステテナナビビリリテティィへへのの取取りり組組みみ動動機機
回答の多くの差異が戦略の欠如を示す

0% 10% 20%

Align with our goals, mission, and values
Meet consumers’ expectations
Improve operational efficiency

Develop new growth opportunities
Attract, motivate, and retain employees

Make a tangible, positive impact on an issue
Build, maintain, or improve corporate reputation

Meet industry norms or standards on sustainability
Meet investors’ expectations

Conform with regulatory requirements
Respond to competitive pressure

Promote our ability to grow
Meet nongovernmental organizations’ expectations

Meet expectations of supply chain partners
Other (Please Specify)

n = 101

ü 私たちの目標、使命、価値観と合わせる
ü 消費者の期待に応える
ü 運用効率の向上
ü 新たな成長機会を開発する
ü 従業員を惹きつけ、やる気を起こさせ、維持する
ü 問題に目に見えるプラスの影響を与える
ü 企業の評判を構築、維持、または改善する
ü 持続可能性に関する業界の規範または基準を満たす
ü 投資家の期待に応える
ü 規制要件への適合
ü 競争圧力への対応
ü サスティナビリティに関する業界の規範または基準

を満たす
ü 投資家の期待に応える
ü 規制要件への適合
ü 競争圧力への対応
ü 成長する能力を促進する
ü 非政府組織の期待に応える
ü サプライ チェーン パートナーの期待に応える
ü その他（具体的にご記入ください）
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企企業業戦戦略略ににおおけけるる循循環環型型ココンンセセププトト

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

The circular economy is central to our company
strategy

Circular concepts are used in some of our functions but
not all

Circular concepts are not important to our company

循環型コンセプトを自社の戦略の中心に据える
割合が増加している

n = 101ü 循環経済は、当社の戦略の中心である
ü 循環概念は一部の機能で使用されているが、すべてではない
ü 循環の概念は当社にとって重要ではない
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貴貴社社ははLLCCAAをを実実施施ししてていいまますすかか？？
57％の企業がLCAのいくつかの側面を実施して
いる

Yes
31%

Partially
26%

No
20%

Not Sure
17%

Other
6%

n = 101

はい ‒ 31%
一部 ‒ 26%
いいえ ‒ 20%
わからない ‒ 17%
その他 ‒ ６％



Copyright © 202326

設設計計時時のの製製品品カカーーボボンンフフッットトププリリンントト
環境負荷の80%は設計時にロックインされる。
PCFが設計に取り込まれていない

Yes
24%

Partially
31%

No
24%

Not Sure
13%

Other
7%

n = 101

はい ‒ 24%
一部 ‒ 31%
いいえ ‒ 24%
わからない ‒ 13%
その他 ‒ 7％
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デデザザイインンエエンンジジニニアアががササププラライイヤヤーーPPCCFFにに立立ちち入入るる
環境への影響の65 ～ 95%はサプライチェーンに
ある (Scope3排出量)

Yes
28%

Partially
19%No

24%

Not Sure
20%

Other
9%

n = 101

はい ‒ 28%
一部 ‒ 19%
いいえ ‒ 24%
わからない ‒ 20%
その他 ‒ 9％
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PPCCFFをを算算出出すするる際際にに含含ままれれるる要要素素
自分たちのカーボンフットプリントを知っている
のは13～17％のみ

0% 10% 20%

The carbon footprint contribution from manufacturing & processing

The carbon footprint contribution from transportation

The carbon footprint from raw material extraction

The carbon footprint contribution from our supply chain partners

The carbon footprint contribution from our products usage & retail

The carbon footprint contribution from our products waste & disposal

My company does not calculate the carbon footprint of our products

n = 101

ü 製造と加工による二酸化炭素排出量
ü 輸送による二酸化炭素排出量
ü 原料抽出による二酸化炭素排出量
ü サプライ チェーン パートナーからの二酸化炭素排出量
ü 製品の使用と小売による二酸化炭素排出量の
ü 当社製品の廃棄と処分による二酸化炭素排出量
ü 私の会社では、製品の二酸化炭素排出量を計算していない
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ササスステテナナブブルルデデザザイインン
サステナブルデザインを実践している企業は
ごくわずか

0% 10% 20%

End-of-life
Materials

Eliminating Waste
Renewable Energy

Modular design
Durability

Simulation
Dematerialization

Green Chemistry
Refurbishment

Disassembly
Impact of long-distance outsourcing

“Should cost” with CO2e
Other

n = 101

ü 製品ライフサイクル後
ü 材料
ü ムダをなくす
ü 再生可能エネルギー
ü モジュール設計
ü 耐久性
ü シミュレーション
ü 非物質化
ü グリーンケミストリー
ü 改修
ü 分解
ü 長距離アウトソーシングの影響
ü COZeで “コストをかけるべき”
ü 他



Copyright © 202330

PPLLMMががササスステテナナビビリリテティィのの目目標標にに貢貢献献ででききるるととこころろ
プロダクトカーボンフットプリントが有力な
ユースケースとなった

0% 10% 20%

Product carbon footprint

Design for Sustainability

Sustainability traceability via the Digital Thread

Material substitution – ecofriendly material database

Sustainability compliancy

Connected Assets – Digital Twin

Should costs and CO2e for all parts and materials

Other (Please Specify) n = 101

ü 製品の二酸化炭素排出量
ü サステナビリティのためのデザイン
ü デジタルスレッドによるサステナビリティトレーサビリティ
ü 材料代替 - 環境にやさしい材料データベース
ü サステナビリティコンプライアンス
ü コネクテッド アセット - デジタル ツイン
ü すべての部品と材料のコストと CO2e
ü その他（具体的にご記入ください）
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ササスステテナナビビリリテティィにに欠欠かかせせなないいテテククノノロロジジーー
PLMとサプライチェーンは最も重要

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

MCAD
PLM S&A

MBSE

Digita
l tw

ins

Digita
l th

read IoT AR

Digita
l M

anufactu
rin

g

Supply C
hain M

an
agement

Should-co
st a

nd PCF asse
ssm

ent

Essential

Important

Somewhat Important

Not Important

Not Applicable

n = 101

ü 不可欠
ü 重要
ü やや大事な
ü 重要ではない
ü 該当なし
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ササスステテイイナナビビリリテティィのの実実現現にに向向けけたたボボトトルルネネッックク
PLMはこれらの障壁のほとんどを克服することが
できる

0% 10% 20%

Resource constraints (time and people)

Crossfunctional coordination

Budget constraints

Lack of user involvement and training

Conflicting product requirements & sustainability metrics

Culture and practice differences across business units

Lack of support for sustainability in our chosen tools

Limited enterprise systems integration

Sustainability payback opportunities are not understood

Lack of management commitment and incentives

Lack of strategic direction

Lack of accountability - not meeting sustainability…

Culture fears failure and/or the repercussions from failure

Executive sponsorship is missing or slipping

Other (Please Specify)

n = 101

ü リソースの制約 (時間と人)
ü 機能横断的な調整
ü 予算の制約
ü ユーザーの関与とトレーニングの欠如
ü 相反する製品要件とサスティナビリテ指標
ü ビジネスユニット間での文化と慣行の違い
ü 私たちが選んだツールにおけるサスティナビリティへ

のサポートの欠如
ü 限定的なエンタープライズ システム統合
ü サステナビリティの回収機会が理解されていない
ü 経営陣のコミットメントとインセンティブの欠如
ü 戦略的方向性の欠如
ü 説明責任の欠如 - 持続可能性を満たしていない
ü 文化は失敗および/または失敗からの影響を恐れる
ü エグゼクティブスポンサーシップが欠落しているか、

ずれている
ü その他（具体的にご記入ください）



Copyright © 202333

• 地球システム (Earth Systems)
• サステナビリティとグリーンエネルギートランジション
• The Green Energy Transition & Sustainability 2023 サーベイ結果
• 結び・所見 (Concluding Remarks)

アアジジェェンンダダ
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ビビジジネネススへへのの好好機機・・機機会会

• 組織は、自身のPCFを削減し、サスティナブルデザイン・設計や循環経済
に取組むために、PLMに組み込まれたサステナビリティを必要としている
• PLM と同様に、これは人、プロセス、およびテクノロジーの問題である
• ISVやSIなどは、社の専門知識や提供内容・製品によって、それら3つすべ

てに支援することができる
• システマティックアプローチが必要であり、サプライチェーンの可視性、

堅牢なデジタルスレッド、また多くの場合、デジタルツインを備えたビジ
ネスプラットフォームによってサポートされる必要がある
• PLMとSCM はもっと共生していかなければならない

PLMプロバイダーがサステナビリティ要件を
サポートするにはどうすればよいか
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結結びび・・所所見見 ((CCoonncclluuddiinngg  RReemmaarrkkss))

• 地球上のすべての生命は、地球温暖化と気候変動の影響を受けやすい
• サステナビリティ要件は、企業のトップダウンで推進されるが、企業文化

にはまだ浸透していない
• 産業界の組織は、目標を達成するために必要である志と行動の間にギャッ

プがある
• PLM、サプライチェーン、PCFの削減、そしてデジタルツインの高度な能

力・機能が必須と考えられている
• PLMはサスティナビリティの中心；産業、ISV、および SI/再販業者/VAR 

は、共に成功する必要がある

気候変動は、ビジネス上重要な課題をもたらす
存亡の危機である
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• Mark Reisig, Executive Consultant, and Sustainability & Green 
Energy Practice Director
• m.reisig@CIMdata.com
• Mobile: +1.864.320.7987
• CIMdata has several useful resources on this topic:

• Sustainability and Green Energy Consulting Practice on this topic 
• Webinar: The Green Energy Transition and Sustainability January 23, 2023 
• Webinar: Webinar: Meeting Sustainability and Green Energy Transition 

Objectives: The industrial Perspective, April 27, 2023, 11:00 AM EDT
• Article: Accelerating the Transition to Green Energy with Product Lifecycle 

Management (www.powermag.com)
• Article: Climate Change is Transforming PLM Strategies March 10, 2023, 

(https://industrytoday.com/)

ささららななるる詳詳細細はは……
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QQ&&AA

皆さんのご意見やお考えは？
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デジタルトランスフォーメーションでの次なるものを明らかにして定義する

World Headquarters
Ann Arbor, Michigan USA

Tel:+1.734.668.9922

www.CIMdata.com

北北米米、、欧欧州州、、アアジジアアパパシシフフィィッッククのの各各オオフフィィススかかららククラライイアアンントトににササーービビススをを提提供供

Asia-Pacific Headquarters
Tokyo, Japan

Tel:+81.47.361.5850

EMEA Headquarters
Weert, NL

Tel:+31 (0) 495.533.666

グローバル市場における競争優位のための
戦略的マネージメントコンサルティング


